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　血液中に高濃度で共存する可能性のある物質とし

て、遊離型ビリルビン（ビリルビン F）、抱合型ビリ

ルビン（ビリルビン C）、トリグリセリドを全血に添

加して、s－A1c 値に対する影響を調べた。結果をਤ̒

に示す。遊離型ビリルビンは 0.19 g／L まで、抱合型

ビリルビンは 0.20 g／L まで、トリグリセリドは 20g／L

まで添加の影響を受けなかった。
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